
雑木林の鳥
クヌギ林に代表される雑木林では、秋から冬になり落葉すると林
の中の見通しもよくなり、シジュウカラ、エナガ、コゲラなどが、

えさ さが

一緒に餌を探して移動する姿なども見られます。また、カシラダカ
やイカル、シメなども見かけることがあります。

ルリビタキ ＜冬鳥＞
オスの背中は明るいブルーで脇

くちばし

はオレンジ色をしています。嘴は
あし

黒色で細く、脚も黒色で細長いで
す。地面に降りて餌も捕りますが、
樹上で木の実も食べます。

ウグイス ＜留鳥＞
体全体は暗い緑色をしています。
ホーホケキョウと鳴くのは有名で
すが、冬にはヤブや垣根の中でチ
ャッチャッと鳴いています。

エナガ ＜留鳥＞
背中から尾は黒く、頭から腹に
かけては白いです。尾がひしゃく

え

の柄のように長くジュリッジュリ
と鳴きます。冬は色々な鳥と一緒
に餌を求めて移動します。

身近かに自然を取り戻そうとする取り組みがビオトープ（生き
物のいる場所）づくりです
（１） 報徳小学校のビオトーブ（報徳ランド・報徳の池）

平成５年中庭に井戸を
掘り、水の流れや池を造
りました。池や周辺には
水生植物や地域の草木を
植え、酒匂川水系のメダカ
を放流しました。
ゲンゴロウの仲間など
も見られるようになって
きました。

でん

（２） 千代小学校のビオトーブ（ほたる田）
平成６年学校の裏にあった休
耕田と井戸を借用し、流れや池
を造りました。周辺は、自然状
態を保つようにし、歩く所には
木道を造りました。一部は実習
用の水田や畑にしています。

（３） 下曽我小学校のビオトーブ（自然ランド）
平成17年にプール横の市営
住宅跡地に子どもの思いを生
かした自然ランドをつくりま
した。古井戸を改修し、その
水を流して小川や池をつくり、
木を植えて生き物の来る場所
にしました。クロスジギンヤ
ンマが羽化し、放流したホタ
ルも飛び始めました。

ビオトープづくり 学校編 コラム
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